
59 さやばね ニューシリーズ　No. 36

SAYABANE N. S. No. 36December 2019

【短報】九州本土におけるオオヒゲカタアリヅカム
シの初記録

オオヒゲカタアリヅカムシ Tmesiphorus princeps 
Sharp, 1883 は Sharp （1883） に よ っ て 新 潟 県 二 居
から記載された好蟻性アリヅカムシ亜科の一種で
ある．本種は主に，ヤマアリ属やオオアリ属，ケ
アリ属から採集される（丸山ほか，2013）．また，
Inoue et al., （2019） ではサムライアリの巣から採集
されたことを報告している．このように宿主範囲
を広く持つことが特徴のアリヅカムシである．本
種はヒゲカタアリヅカムシ Tmesiphorus crassicornis
Sharp, 1883 とよく似るが，全身の被毛が長いこと，
触角第 9 節が縦長であること，腹部背板第 5 節の
隆起線が短いことで区別できる．

本種は現在までに，北海道，本州そして対馬か
ら分布が確認されており （柴田ほか，2013; Inoue 
et al., 2019），決して珍しい種というわけではな
い．しかし，なぜかこれまで九州からの記録はな
く，唯一が先ほど述べた対馬からの記録であっ
た．この度，筆者の一人である惠が九州本土鹿
児島県内においてヒゲナガアメイロケアリ Lasius 

meridionalis Bondroit, 
1920 （以下，LM） の
巣からオオヒゲカタ
アリヅカムシを採集
したため，以下の通
り報告する．

1 ♂，1 ♀，鹿児島
県鹿児島市吉野町菖
蒲 谷，19. VIII. 2018, 
K. Megumi leg.；1 ♂，
同 デ ー タ， 但 し 29. 
IV. 2019, ［LM］；1 ♂，
同データ，但し 17. V. 
2019, ［LM］．いずれ
も九大博物館に保管．

これらの個体は鹿
児島市内の住宅街に
ある小さな神社内の
切り株や石の下に営
巣していた LM の巣
より採集された．

最 後 と な っ た が，
本報告にあたり，ア
リの同定に快く応じ
てくださった久末遊
氏 （九州大学） に厚く
御礼申し上げる．
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【短報】山口県におけるヤギマルケシゲンゴロウの
初記録

ヤギマルケシゲンゴ
ロウ Hydrovatus yagii 
Kitayama et al., 1993 （図
1） は， 体 長 1.7 ～ 1.8 
mm 程度の幅広い卵型
のゲンゴロウで，小型
種で構成されるマルケ
シゲンゴロウ属の中で
も特に微小な種である 

（森・北山，2007）． 
日本における記録は，

静岡県，三重県，奈良県，
和歌山県，京都府，兵
庫県，広島県，福岡県，
鹿児島県，沖縄県 （Kitayama et al.,1993；森・北山，
2001，2005；石田・矢崎，2005；静岡県，2007；秋田，
2008；的場，2010；北野ほか，2011；中島・井上，
2012；坂本，2012；森，2017） の 10 府県と少なく，
それぞれの地域でも産地は局地的である．筆者は
これまで記録の無いと思われる山口県において初
めて採集したので報告する．

7 exs., 山口県宇部市船木，28. IV. 2019．筆者採集・
保管，渡部晃平同定．

本種を確認した環境は，丘陵地の樹林内にある
溜池で，水源は沢水と天水のみの比較的貧栄養な
環境である．周囲の樹林は水面まで枝葉を伸ばす
樹木はごく一部で，全体的には明るく開放的であ

図 1．鹿児島県産オオヒゲカタ
アリヅカムシ ♂．

図 2．オオヒゲカタアリヅカム
シの雄交尾器．

図 1．ヤギマルケシゲンゴ
ロウ．
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る．水際の傾斜は緩やかで，湿地状の岸辺にはモ
ウセンゴケが生育し，浅瀬にはイ （イグサ） が群落
を形成している．また，開放水面には広くジュン
サイが生育している （図 2）．

本種はイ群落の根際を撹拌しデトリタスごと掬
いあげることで得られた．同所では同属のオオマ
ルケシゲンゴロウ H. bonvouloiri Sharp,1882，マル
ケシゲンゴロウ H. subtilis Sharp,1882 のほか，キ
ボシチビコツブゲンゴロウ Neohydrocoptus bivittis 

（Motschulsky, 1859）， ム モ ン チ ビ コ ツ ブ ゲ ン ゴ
ロ ウ Neohydrocoptus sp., ル イ ス ツ ブ ゲ ン ゴ ロ ウ
Laccophilus lewisius Sharp, 1873 などの全国的にも希
少なゲンゴロウ類が複数確認された．この採集状
況は，出現種はやや異なるものの，森・北山 （2007）
の「丘陵地の大きな池の浅瀬で植物の豊富な水域
から，多くのマルケシゲンゴロウやコマルケシゲ
ンゴロウ，ムツボシツヤコツブゲンゴロウなどの
小型種と共に得られ」という記述に符合している．
山口県内には植物群落の発達する溜池が未だ比較
的多く残っているものの，現在本種が確認されて
いるのは今回調査した溜池のみである．全国的に
も貴重な記録と考えられるため，本種の継続した
生息状況調査と，新たな生息地の発見に努めたい
と考えている．

最後に，本種の同定にご協力いただいた石川県
ふれあい昆虫館の渡部晃平氏，水生植物について
ご教示いただいた株式会社ソラトリの佐伯伸正氏，
貴重な文献を提供していただいた熊本県博物館
ネットワークセンターの中薗洋行氏，文献の収集
及び報文作成の助言をしていただいた環境科学大
阪株式会社の森正人氏に厚くお礼を申し上げる．
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【短報】マメアサガオ白さび病菌菌癭よりアカアシ
ヒゲナガゾウムシが羽化脱出

ヒゲナガゾウムシ科 Anthribidae の多くは腐朽の
進んだ枯木やキノコ類に発生するが，ワタミヒゲ
ナガゾウムシ属 Araecerus だけは種子や乾燥植物を
摂食することが知られている （森本・沢田，1998）．
アカアシヒゲナガゾウムシ Araecerus trasalis Sharp, 
1891 は幼虫期にサイカチ Gleditsia japonica の成熟
した種子内にて内部を摂食し，羽化することが報
告されている （Takakura & Yamazaki, 2004） が，他
のホストについての報告はない．筆者は神奈川県
藤沢市においてマメアサガオ Ipomoea lacunosa の茎
部に形成された菌癭より本種成虫が脱出する事例
を確認したので報告する．

2019 年 2 月 1 日，神奈川県藤沢市亀井野日本大
学構内に群生していたマメアサガオに直径約 20 
mm の瘤が 1 つ形成されているのを発見し，採集し
た （図 1）．同月 4 日にも直径約 10 mm と 5 mm の
ものを採集し，それぞれプラスチック容器に入れ，
25 ºC，LD 12:12 の一定条件に保管した．瘤はいず
れも乾燥していたため，保水などは行わなかった．

直径 20 mm の瘤について，一部を切断したとこ
ろ，内部より甲虫の幼虫が得られた．その形状よ
りヒゲナガゾウムシ科の昆虫と推察され，そのま
ま瘤上に安置したが，再度内部に潜入することは

図 2．生息地の環境．


